


自己紹介
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資格証明をデジタル化する際に求められること

3Copyright © 2023, Naohiro Fujie, All Rights Reserved



利用者が自身で
選択して提示

発行元を信頼

発行元への問い
合わせは不要

資格証明の発行
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場合によっては
組み合わせる



では、デジタル化（DX）するには？

5Copyright © 2021, OpenIDファウンデーションジャパン, All Rights Reserved

レイヤ 対象 広く使えること 永く使えること 検証できること
データ 対象となる資格 グローバルで合意できていること（学生証、学習歴、など

など）
発行事実、有効性、属性
値の検証ができること資格情報に含める属性

データフォーマット グローバルで合意できており、
業界を超えて利用できるこ
と

ある程度長期保存できるこ
と、発行者がいなくなっても
検証できること

デジタル署名等により真正
性の担保ができること

トランスポート 資格証明の発行 グローバルで合意できており、
業界を超えて利用できるこ
と

セッション乗っ取りなどに対
して安全なプロトコルである
こと

資格証明の提示

アイデンティティ 発行者（大学等） グローバルで一意に識別で
きること

識別子の払い出しを行うシ
ステム（および事業者）の
継続性に信頼がおけること

発行組織と識別子の紐付
けができること

保有者（学生等） 保有者と識別子の紐付け
ができること

検証者（他大学、サー
ビス提供者等）

検証組織と識別子の紐付
けができること
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業界により様々（教育機関ならOpenBadge？）



現状を見据えると今やるべきことは何か？
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関連する標準技術群
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カテゴリ 仕様 関連団体 ステータス 概要
識別子 Decentralized Identifiers v1.0 W3C 勧告 識別子とメタ情報（DID Document）のデー

タモデルとロケータに関する仕様
資格情報 Verifiable Credentials Data Model 

v1.1
W3C 勧告 検証可能な資格情報のデータモデルに関する

仕様
DNSドメインとのDIDの
紐付け

Well Known DID Configuration DIF Working Group Approved Draft DIDとDNSドメインを紐付け、識別子が指す
主体の検証により信頼性を向上するための仕
様

資格情報の状態管理 Status List 2021 W3C Community Group Draft Report 発行済みのVCの状態（取り消し状態）の管
理を行うための仕様

資格情報の送受信 OpenID for Verifiable Credentials
•OpenID for Verifiable Credential 
Issuance
•OpenID for Verifiable Presentation
•Self-Issued OpenID Provider v2

OpenID 
Foundation

OID4VCI
（Working group draft）
OID4VP
（Implementer’s draft 1）
SIOPv2（Implementer’s draft 1）

VCおよびVP（Verifiable Presentation）を
発行者、利用者、検証者の間でやりとりする
ための仕様
利用者が自身の管理するOpenIDプロバイダ
から属性を発行するための仕様

DIDComm Messaging v2.0 DIF DIF-Ratified DIDを持つ主体の間でのメッセージ送受信を行
うための仕様

データストレージとメッセー
ジリレー

Decentralized Web Node DIF Draft DIDを持つ主体の間でメッセージの送受信を行
う際のトランザクション管理やデータ保管、メッ
セージリレーを行うための仕様



Verifiable Credentials Data Model v1.1
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教育機関における資格証明
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1. https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E3%83%90%E3%83%83%E3%82%B8
2. http://www.imsglobal.org/
3. https://www.openbadge.or.jp/
4. https://info.credly.com/



OpenBadge v3とVerifiable Credentials
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https://w3c-ccg.github.io/vc-ed/plugfest-2-2022/

互換性検証の取り組み（W3C VC-Edu/JFF）
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https://w3c-ccg.github.io/vc-ed/

https://www.jff.org/



内閣官房/Trusted Web推進協議会
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No. 事業者名・コンソーシアム名 代表団体名
（コンソーシアムの場合） ユースケース概要

01 Trusted Workplace Solution by TTEC and CG 東芝テック株式会社 ワークプレイスの信頼できる電子化文書の流通システム
02 株式会社ORPHE ― 下肢運動器疾患患者と医師、研究者間の信用できる歩行データ流

通システム
03 人材育成のためのTrustedな学修情報流通システム開発コンソーシアム 富士通Japan株式会社 人材育成のためのTrustedな学修情報流通システム
04 DataGateway PTE LTD ― 分散型IDを活用した炭素排出量トレースシステム
05 SSI/FIDOコンソーシアム 国立大学法人東京大学 学修歴等の本人管理による人材流動の促進
06 ヤンマーホールディングス株式会社 ― 機械製品サプライチェーンにおけるトレーサビリティ管理
07 株式会社DataSign ― オンラインマーケティングにおけるパーソナルデータの流通
08 電通・ISID パブリックDXコンソーシアム 株式会社電通 中小法人・個人事業者を対象とする補助金・給付金の電子申請に

おける「本人確認・実在証明」の新しい仕組み
09 工業会証明書デジタル化コンソーシアム 一般社団法人情報サービス産業協会 法人税制と工業会証明書
10 ヘルスケア情報流通システム開発コンソーシアム シミック株式会社 臨床試験及び医療現場における信頼性及び応用可能性の高い情

報流通システム
11 アラクサラネットワークス株式会社 ― Trusted Networkによる社会ITインフラの信頼性・強靭性向上の実現
12 大日本印刷株式会社 ― 共助アプリにおけるプラットフォームを超えたユーザートラストの共有
13 メタバース×自己主権型IDコンソーシアム NRIデジタル株式会社 仮想現実空間におけるサービス利用資格と提供データのTrust検証



NIIでの実証実験
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まとめ～今、取り組むべきこと
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